
防災意識の向上をめざして

　９月５日、地震発生を想定した「大阪880万人訓練」が行われました。
千早小吹台小学校では、放送を聞いて、机の下に隠れるなど身を守る行動を
実践した後、地震に関するビデオを鑑賞したり、地震が起こったときに気を付け
ることなどを学習しました。

広  報

平成26年（2014）10月号
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■日時　10月12日（日）午前９時開会　
　　　　※予備日：10月13日（祝）
■場所　千早赤阪村民運動場
■種目　グラウンドゴルフ　24ホール（午前：地区対抗　午後：一般個人）
■主催　千早赤阪村体育協会　　
■後援　千早赤阪村・千早赤阪村教育委員会　　
■協力　千早赤阪村スポーツ推進委員協議会
■参加について
　　当日参加については午後の部（個人対抗）のみ受付。
　※ 午前の部（地区対抗）については受付を終了しました。
　※ 午前の部に出場した選手は午後の部に参加できません。

※スティックなどの用具は、主催者でも用意しています。

〈問い合わせ〉教育委員会事務局教育課　
☎�1300　　�1400

ふれあい展　10月25日（土）・26日（日）　午前10時〜午後４時30分
コンサート　10月26日（日）　正午〜午後４時（予定）

○お誘いあわせの上、ご観覧・ご鑑賞ください○ 場所　くすのきホール
駐車場：くすのきホール駐車場・赤阪小学校運動場（赤阪小学校運動場は、26日午前11時～午後４時30分のみ。）

駐車場が満車になる可能性がありますので、できるだけ、乗り合わせでご来場をお願いします。

展示作品 書道、陶芸、写真、パッチワーク、手編み、生花、絵画、書画、押し花、レザークラフト、手工芸、
絵手紙、羽子板、能面、村立幼稚園・小学校・中学校作品、げんき保育園作品

パーカッション、ヘルマンハープ、大正琴、民謡、舞踊、ダンス、３B体操、詩吟、コー
ラス、村立幼稚園、中学校吹奏楽部、げんき保育園コンサート（14団体）

•給食人気メニューのレシピ配布。
•朝食バイキング・折り紙体験（箸袋・箸置き）
•給食メニューで大人気！！「ＵＦＯ揚げ」の試食。
　（25日のみ午前11時～・先着100食）

学校給食コーナー

•水墨画（南画）コーナー　•レザークラフトコーナー
•押し花コーナー　•書画コーナー
　

体験コーナー（無料）

抹茶と和菓子（1席350円）
25・26日とも午前10時～（お菓子がなくなり次第、終了します）お 抹 茶 コ ー ナ ー

児童虐待防止推進月間街頭キャンペーンコーナー

手作りクッキー・手作り小物を
販売します。

即売コーナー

コンサート当日、送迎ワゴンを運行します。 送迎車は、定員が７人です。人数によっては、一度に送迎できない場合があります。

小吹台通学バス方転地　午前11時30分発→くすのきホール11時50分着小吹台発→くすのきホール行

くすのきホール発→小吹台行 くすのきホール　コンサート終了10分後発→小吹台着

主　催　千早赤阪村ふれあい展・コンサート実行委員会　　　後　援　千早赤阪村教育委員会
〈問い合わせ〉千早赤阪村ふれあい展・コンサート実行委員会（教育委員会事務局教育課内）　☎�1300

献血キャンペーンコーナー

午前９時～ 開会式
午前９時15分～11時45分 午前の部（地区対抗）
午後１時～ 午後の部（個人対抗）受付

午後１時15分～ 競技説明
競技スタート

午後４時～ 表彰式・閉会式

平成26年度　千早赤阪村ふれあい展・コンサート

グラウンドゴルフ大会第２
回千早赤

阪村民スポーツフェスティバルグラウンドゴルフ大会
～スポーツを通じて広げよう村民の輪～
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４
月
22
日（
火
）、
文
部
科
学
省
が

実
施
主
体
と
な
り
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
悉し
っ
か
い皆

調
査
で
し
た
。
本
村
立
小
・
中
学
校

の
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
公
表
に

あ
た
っ
て

　
本
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る

の
は
学
力
の
一
部
で
あ
る
こ
と

や
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動

の
一
側
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
な

ど
を
充
分
に
踏
ま
え
て
本
調
査

の
結
果
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
村
立
学
校
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
対
象
児
童
・
生
徒
数

が
非
常
に
少
な
く
、
必
ず
し
も

傾
向
が
明
確
で
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
調
査
で

は
、
一
般
的
に
５･

０
ポ
イ
ン

ト
以
上
の
差
が
あ
る
場
合
に

は
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て

生
じ
た
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
の
「
正
答
率
」
は
、

全
問
正
解
を
１
０
０
と
し
た
数

値
で
す
。「
平
均
正
答
率（
全
国
、

大
阪
府
、
千
早
赤
阪
村
）」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
対
象
の
児
童
の
「
正

答
率
」を
平
均
し
た
数
値
で
す
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
村
内

で
公
立
中
学
校
が
一
校
で
あ
り
、

学
校
が
特
定
さ
れ
る
た
め
平
均

正
答
率
を
公
表
し
ま
せ
ん
。

【
小
学
校
】

　

今
回
の
学
力
調
査
の
結
果
、
千
早

赤
阪
村
は
す
べ
て
の
調
査
に
お
い

て
、大
阪
府
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

「
国
語
」
で
は
、
故
事
成
語
に
関
す

る
問
題
や
「
書
く
」
能
力
に
関
す
る

問
題
に
課
題
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
算
数
」
に

つ
い
て
は
、
割

合
の
問
題
に
課

題
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

面
積
の
問
題
や

数
学
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
も

課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
ち

ら
の
教
科
に
お
い
て
も
、
無
回
答
率

が
高
く
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な

た
め
、解
答
を
文
章
で
書
く
問
題
で
、

途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た
り
、
算
数

の
問
題
で
、
工
夫
し
て
い
ろ
い
ろ
な

方
法
を
考
え
た
り
す
る
子
の
割
合
が

低
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

学
習
状
況
調
査
で
は
、
朝
食
を
食

べ
て
い
な
い
子
や
、
起
床
・
就
寝
時

刻
が
決
ま
っ
て
い
な
い
子
が
多
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
を
一
日
一
時
間
以
上
し
て

い
る
子
が
全
国
で
は
55
％
な
の
に
対

し
て
、
村
で
は
70
％
以
上
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
過
ご
す
時

間
が
長
い
子
ほ
ど
、
正
答
率
が
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
時
間

は
以
前
か
ら
の
課
題
で
す
。

　

授
業
以
外
の
学
習
時
間
が
一
日
一

時
間
以
上
あ
る
子
が
、
全
国
で
は

60
％
以
上
な
の
に
対
し
て
、
村
は

40
％
未
満
で
す
。
授
業
の
予
習
復
習

を
し
て
い
る
割
合
も
低
い
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
問
題
に
関
心
が
あ
る

子
や
、
調
べ
学
習
に
よ
く
取
り
組
ん

で
い
た
子
ほ
ど
、
活
用
問
題
な
ど
の

正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。　

　

こ
れ
ら
か
ら
、
規
則
正
し
い
生
活

や
学
習
習
慣
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
読
書
や
調

べ
学
習
を
今
後
も
推
進
し
、
自
分
の

考
え
な
ど
を
文
章
に
書
く
力
を
育
む

こ
と
。
何
事
に
も
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
取
り
組
む
姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ

と
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
察

し
ま
す
。

【
中
学
校
】

　

国
語
は
、
全
国
平
均
と
同
等
で
し

た
。
数
学
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
語
・
数
学

ど
ち
ら
の
調
査

で
も
、
無
回
答

率
が
非
常
に
低

く
、
基
礎
問
題

を
正
解
し
て
お

り
、
ま
じ
め
に

取
り
組
む
こ
と

が
好
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

分
布
の
状
態
は
国
の
傾
向
と
似
て
お

り
、
極
端
に
一
部
が
高
い
低
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
習
状
況
調
査
で
は
、
朝
食
を
毎

朝
必
ず
食
べ
る
生
徒
は
90
％
以
上

で
、
起
床
時
刻
も
決
ま
っ
て
お
り
、

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
た
だ
し
、
難
し

い
こ
と
へ
の
挑
戦
を
避
け
失
敗
を
恐

れ
る
傾
向
が
全
国
に
比
べ
て
高
く
、

夢
や
目
標
を
は
っ
き
り
持
っ
て
い
る

子
の
割
合
も
低
い
で
す
。
宿
題
や
学

校
の
決
ま
り
を
守
り
、
先
生
を
信
頼

し
て
い
る
子
の
割
合
は
高
く
、
発
表

な
ど
は
苦
手
で
す
が
、
聴
く
こ
と
は

良
く
で
き
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
国
語
・
数
学
を
好
き
だ
と

答
え
る
割
合
や
、
実
生
活
に
活
用
し

よ
う
と
い
う
意
識
は
全
国
平
均
よ
り

も
低
い
で
す
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
答
え
よ
う
と
い
う
意
識
は
高
い
で

す
。
学
習
に
対
し
て
、
興
味
よ
り
も

義
務
感
が
強
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
学
習
内
容
に
興
味

関
心
を
抱
け
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
、

自
分
自
身
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

失
敗
を
恐
れ
ず
積
極
的
に
取
り
組
め

る
姿
勢
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
察
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
各
学
校

に
て
分
析
を
行
い
、
学
校
便
り
な
ど

を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

平
成
26
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
の
調
査
結
果
概
要
に
つ
い
て

■主な目的　
○�義務教育の機会均等と水準向上のため、学力・学習状況を把握・分析
することにより、教育の結果を検証し改善をはかる。
○�各教育委員会、学校などが全国的な状況との関係において、自らの教
育の結果を把握し、その教育指導の改善に役立てる。

■調査対象　○小学校₆年生　○中学校₃年生
■調査内容　
　①学力調査：小学校（国語、算数）中学校（国語、数学）　　
②学習や生活の状況調査：�児童生徒アンケート・学校アンケート

「平成26年度全国学力・学習状況調査」

全　国 大阪府 千早赤阪村
国語Ａ 72.9％ 70.7％ 68.6％
国語Ｂ 55.5％ 52.6％ 47.4％
算数Ａ 78.1％ 77.3％ 71.8％
算数Ｂ 58.2％ 56.3％ 49.8％

全　国 大阪府
国語Ａ 79.4％ 77.0％
国語Ｂ 51.0％ 47.2％
数学Ａ 67.4％ 65.0％
数学Ｂ 59.8％ 56.9％
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任意予防接種の助成を拡大します
　村では、ワクチンで防げる病気を予防し、大切な子どもや高齢者の命と健康を守るために任意予防接種の助成を
行っています。10月１日（水）から大阪府内で初めて「ロタウイルスワクチン」「Ｂ型肝炎ワクチン」の助成を追加し、
「おたふくかぜワクチン」および「高齢者用肺炎球菌ワクチン」の助成方法を変更します。任意接種ですので接種
義務はありません。
　また、これまで実施していた「高齢者用肺炎球菌ワクチン」の名称を「成人用肺炎球菌（23価）ワクチン」に
変更します。「高齢者用肺炎球菌ワクチン」と「成人用肺炎球菌（23価）ワクチン」は同じワクチンです。

土砂災害危険箇所などについて
　８月に発生した広島市における大規模な土砂災害を踏まえ、住民の防災意識や危険意識の向上のため、土砂災害危険
箇所などの情報を緊急周知する目的で、村および大阪府のホームページに掲載しています。

○千早赤阪村ホームページ　http://www.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/

○大阪府ホームページ　　　千早赤阪村の土砂災害防止法の指定区域
　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.osaka.lg.jp/damusabo/dosyahou/d_tihayaakasakamura.html

　　　　　　　　　　　　　土砂災害防止法　http://www.pref.osaka.lg.jp/damusabo/dosyahou/　〈問い合わせ〉総務課

新たに助成を開始するもの 助成方法を変更するもの

予防接種の
種 類

ロタウイルスワクチン
Ｂ型肝炎
ワクチン

おたふくかぜ
ワクチン
１回目

おたふくかぜ
ワクチン
２回目

成人用肺炎球菌
（23価）
ワクチン

１価ワクチン
（ロタリックス）

５価ワクチン
（ロタテック）

対象者・回数

生後２か月から24
週までの乳児（初
回接種は生後14
週６日まで）に２
回まで

生後２か月から32
週までの乳児（初
回接種は生後14
週６日まで）に３
回まで

０歳から２歳
未満児に３回
まで

１歳から２歳未満
児に１回

小学校就学前の１年間
（平成20年４月２日～
平成21年４月１日生
まれの児）に１回

65歳以上で定期接
種対象外の人

どちらか一方のワクチンのみを助成
します。
既に接種したことがある人は、その回数分を除きます。

経過措置で
今年度だけ
受けられる人

２歳から３歳未満
児に１回

受 け ら れ
な い 人

既に１価ワクチンを２回、または、
５価ワクチンを３回接種済みの人

既に３回接種
済みの人

既に１回目を接種
済みの人

•�１回目を接種してい
ない人

•�既に２回目を接種済
みの人

既に村の「高齢者用
肺炎球菌ワクチン」
の助成制度を受け
た人

接 種 機 関 富田林医師会加入の指定医療機関
１回あたり
の 助 成 額

上限
 12,000円

上限
8,000円

上限
5,000円

 上限
6,000円

上限
 6,000円

自己負担
3,000円

手続き方法
（接種前）

事前に健康福祉課（保
健センター１階）窓口
で申請してください。
「成人用肺炎球菌（23
価）予防接種予診票」
をお渡ししますので、
それを医療機関に持参
し接種してください。

手続き方法
（接種後）

•指定医療機関の窓口で一旦接種費用をお支払いください。
•�健康福祉課（保健センター１階）窓口へ①母子手帳など接種が確認できるもの②領収書（ワクチ
ン名の入ったもの）③印鑑④振込先が確認できる通帳やカードなどを持参し申請してください。
•申請期限は接種された年度の年度末までです。

健 康 被 害
救 済 措 置

健康被害が生じた場合には、「独立行政法人医薬品医療機器総合機構法」に基づく救済に加え、「全
国町村会予防接種事故賠償補償保険」の対象となります。

健康被害が生じた場
合は「独立行政法人医
薬品医療機器総合機
構法」に基づく救済の
対象となります。

大阪府内で「ロタウイルスワクチン」「Ｂ型肝炎ワクチン」「おたふくかぜワクチン２回目」
への助成を行うのは、千早赤阪村だけです！！

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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定期予防接種追加のお知らせ
　予防接種法の改正により、10月１日（水）から「水痘（みずぼうそう）ワクチン」「成人用肺炎球菌（23価）ワク
チン」が定期予防接種に追加されました。		
　「成人用肺炎球菌（23価）ワクチン」はこれまで任意予防接種で実施していた「高齢者用肺炎球菌ワクチン」と
同じワクチンです。

☆新たに助成を開始するワクチン☆
ロタウイルスワクチン

◦�ロタウイルスは「ウイルス性胃腸炎」の原因となるウイルス
です。５歳までにほとんどの子どもが感染しますが、身体が
小さいうちに感染すると重症化しやすく死亡することもあり
ます。

◦�ワクチンは対象週数を超えて接種すると副反応である「腸重
積」が起こりやすくなるので、対象週数を超えて接種しない
ように注意してください。

Ｂ型肝炎ワクチン
　Ｂ型肝炎ウイルスが身体に入ると肝炎を起こし、
慢性化すると、将来肝硬変や肝臓がんを起こす恐れ
があります。特に乳幼児期に感染すると
慢性化しやすいので予防接種が有効です。

〈問い合わせ〉健康福祉課（健康）

予防接種の種類 水痘（みずぼうそう）ワクチン 成人用肺炎球菌（23価）ワクチン

対 象 者・ 回 数

１歳から３歳未満児に２回
次の年齢で希望する人に１回
◦65歳（昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生まれ）
◦70歳（昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生まれ）
◦75歳（昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生まれ）
◦80歳（昭和９年４月２日～昭和10年４月１日生まれ）
◦85歳（昭和４年４月２日～昭和５年４月１日生まれ）
◦90歳（大正13年４月２日～大正14年４月１日生まれ）
◦95歳（大正８年４月２日～大正９年４月１日生まれ）
◦100歳（大正３年４月２日～大正４年４月１日生まれ）
◦�60歳から64歳で心臓、腎臓、呼吸器等に一定の障がいが

ある人（身体障害者手帳１級または同程度）

既に接種したことがある人は、その回数分を除
きます。

経過措置で今年度
だけ受けられる人

３歳から５歳未満児で①②に該当する人に１回
①今までに一度も接種していない人
②�今までに１回接種したが村の助成制度を受け

ていない人（※１）

101歳以上（大正３年４月１日以前）の人に１回

受けられない人 既に２回接種済みの人 既に村の「高齢者用肺炎球菌ワクチン」の助成制度を受けた人

手 続 き 方 法
（接種前）

事前に健康福祉課（保健センター１階）窓口で申請してくだ
さい。「成人用肺炎球菌（23価）予防接種予診票」をお渡しし
ますので、それを医療機関に持参し接種してください。

接 種 機 関 富田林医師会加入の指定医療機関

接 種 費 用 無料
3，000円
生活保護世帯の人は免除されますので、事前に健康福祉課

（保健センター１階）窓口まで申し出てください。

健康被害救済措置
厚生労働大臣が予防接種法に基づく定期予防接種によるものと認定したときは、予防接種法に基づく健康被
害救済制度の対象となります。
※１　村が任意予防接種として助成を行うため、健康被害救済措置は任意予防接種の欄を参照してください。

◆
一
般
書

タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー　
　
（
堂
場
瞬
一
）

天
に
星　

地
に
花　
　
（
帚
木
蓬
生
）

闇
に
香
る
嘘　
　
　
　
（
下
村
敦
史
）

雨
の
狩
人　
　
　
　
　
（
大
沢
在
昌
）

修
羅
走
る
関
ヶ
原　
　
（
山
本
兼
一
）

捜
査
組
曲　
　
　
　
　
　
（
今
野
敏
）

あ
る
じ
は
家
康　
　
（
岩
井
三
四
二
）

ゆ
る
や
か
な
生
き
方　
（
五
木
寛
之
）

山
女
日
記　
　
　
　
　
（
湊
か
な
え
）

Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
文
則
）

つ
ば
き　
　
　
　
　
　
（
山
本
一
力
）

そ
し
て
奔
流
へ　
　
　
　
（
白
川
道
）

ふ
た
つ
め
の
誕
生
日　
（
道
上
洋
三
）

銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス　
　
（
池
井
戸
潤
）

み
お
つ
く
し
料
理
帖　

残
月

　
　
　

〃　　
　
　
　

深
雪
晴
れ

　
　
　

〃　
　
　
　

天
の
梯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
郁
）

実
家
の
か
た
づ
け
は
じ
め
ま
し
た

日
陰
や
狭
い
場
所
で
の
小
さ
な
庭
作
り

粘
土
で
作
る
ガ
ー
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の

　
　
　
　
　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ス
イ
ー
ツ

◆
児
童
書

ぶ
っ
ぶ
ー
ど
ら
い
ぶ

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

　
　
　
　
　

大
ま
じ
ん
を
さ
が
せ
！

た
ん
ぽ
ぽ
の
目　
　
　
（
村
岡
花
子
）

　

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受
付
は
10
月
１
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

申
請
書
は
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
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国
　
　
保

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
、
10
月
31
日（
金
）が
有

効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
者
証
は
、
簡
易
書
留

で
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。

　

保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
や
内

容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。
各
自

で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

年
　
　
金

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納

す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
の
月
々
の
保
険
料
は
１
万

５
２
５
０
円
で
す
。

　

今
年
度
の
下
半
期
分
（
10
月
か
ら

平
成
27
年
３
月
分
）
の
保
険
料
を
10

月
31
日（
金
）ま
で
に
前
納
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

下
半
期
分
の
保
険
料
を
前
納
で
納

め
る
場
合
は
、前
納
用
の
納
付
書
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

前
納
用
の
納
付
書
が
な
い
と
き
は
、

年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相

談
に
応
じ
る「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」

を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手

帳
な
ど
、
記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の

年
月
日
、
ま
た
は
過
去
の
履
歴
な
ど

が
分
か
る
も
の
を
持
参
す
れ
ば
、
よ

り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
場
所　

10
月
16
日（
木
）

•

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

�

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康

相
談
室

•

午
後
１
時
～
３
時

　

�

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
多
目

的
室
１

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
国
民
年
金
）

戸
　
　
籍

登
録
型
本
人
通
知
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

登
録
型
本
人
通
知
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
代
理
人
や
第
三
者

の
請
求
で
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な

ど
を
交
付
し
た
と
き
、
本
人
に
交
付

事
実
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
お
よ

び
不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
防
止
を

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
不
正
取
得

は
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
な
が
る

身
元
調
査
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、

個
人
情
報
の
不
正
利
用
な
ど
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
事

前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
で
き
る
人

本
村
に
住
民
登
録
・
本
籍
が
あ
る
人

登
録
に
必
要
な
も
の

�
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
旅
券
、
住
基
カ
ー
ド
な

ど
）、
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

と
登
録
者
本
人
確
認
書
類

通
知
方
法
お
よ
び
証
明　

　

通
知
対
象
に
な
る
請
求
の
種
別
は
、

代
理
人
請
求
・
第
三
者
請
求
で
す
。

　

交
付
し
た
事
実
の
証
明
が
必
要
な

人
に
は
、
申
請
に
よ
り
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
（
手
数
料
３
０
０
円
が
必

要
）。
証
明
す
る
内
容
は
、
交
付
種

別
（
住
民
票
な
ど
）、
交
付
日
、
請

求
種
別
（
代
理
人
請
求
、
第
三
者
請

求
）、
交
付
枚
数
な
ど
で
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
戸
籍
）

福
　
　
祉

障
が
い
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
証
の
更
新
手
続
き
を

　

現
在
交
付
し
て
い
る
「
障
が
い
者

医
療
証
（
う
ぐ
い
す
色
）」、「
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
証
（
水
色
）」
の
有

効
期
限
は
、
10
月
31
日（
金
）で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
更
新
手
続
き
の
場

区　分 曜　　日 時　　　　間

申請受付 月～金曜日 午前９時～午後４時30分

受け取り
月～金曜日 午前９時～午後５時30分

日曜日 午前９時～正午
午後０時45分～５時30分

毎月納付の
納付額

（₆か月分）

前納した場合の
納付額

（₆か月分）

定額保険料 91,500円 90,760円
（割引額　740円）

₄分の₃納付
（₄分の₁免除） 68,640円 68,080円

（割引額　560円）
半額納付

（半額免除） 45,780円 45,410円
（割引額　370円）

₄分の₁納付
（₄分の₃免除） 22,860円 22,670円

（割引額　190円）

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
５
期
（
８
月
分
）
の
納
期
限
は
、
９
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
８
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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所
や
必
要
な
も
の
を
記
載
し
た
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
は
、
10
月
31
日（
金
）

に
住
民
課
（
福
祉
医
療
）
窓
口
ま
た

は
小
吹
台
連
絡
所
で
行
い
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
11
月
１
日

か
ら
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

所
得
制
限
に
よ
り
更
新
で
き
な
い

場
合
や
、
新
た
に
受
給
資
格
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
も
の
や
助
成
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
福
祉
医
療
）

○�

障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象

者
65
歳
未
満
で
①
～
③
の
人

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級

②
重
度
知
的
障
害
者

③�

中
度
知
的
障
害
者
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

○�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

対
象
者

①�

18
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
18

歳
に
達
し
た
日
か
ら
そ
の
日

以
降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童

②�

①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま

た
は
母

③�

父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を

養
育
す
る
養
育
者

医
療
費
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
医
療
費
の
通
知
を
行
っ
て
い

ま
す
。

医
療
費
通
知
の
内
容

受
診
年
月
・
医
療
機
関
名
・
診
療
区
分
・

受
診
日
数
・
医
療
費
の
総
額
な
ど

医
療
費
通
知
の
送
付
時
期

•

国
民
健
康
保
険

　

年
６
回
（
偶
数
月
）

•
後
期
高
齢
者
医
療

　

年
３
回
（
５
・
８
・
12
月
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

税

村
・
府
民
税
３
期
分
の
納
税
は

10
月
31
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併

せ
て
納
税
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

　

現
在
、
村
で
は
、「
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
９
月

24
日（
水
）か
ら
村
民
な
ど
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
ご
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

村
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

村
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る

個
人
・
法
人
・
そ
の
他
の
団
体
、
計

画
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

資
料
の
閲
覧
お
よ
び
募
集
期
間

９
月
24
日（
水
）～
10
月
15
日（
水
）

閲
覧
場
所　

役
場
１
階
、小
吹
台
連

絡
所
、保
健
セ
ン
タ
ー
、く
す
の
き

ホ
ー
ル
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、い

き
い
き
サ
ロ
ン（
く
す
の
き
・
や
ま
ゆ

り
）、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
（
休
日
や
休
館
日
は
各
施
設
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

応
募
方
法　

所
定
の
意
見
記
入
用
紙

に
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
意
見

を
記
載
し
、持
参
や
郵
送（
当
日
消
印

有
効
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

所
定
の
様
式
は
、
各
閲
覧
場
所
に

あ
り
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先　

千
早
赤
阪
村
総
務
課

〒
５
８
５-

８
５
０
１

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
１
８
０
番
地

☎
�
０
０
８
１　
　

�
１
８
８
０

Ｅ
メ
ー
ル

iken@
vill.chihayaakasaka.osaka.jp

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

千
早
赤
阪
村
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画（
案
）に

対
す
る
意
見
募
集

10月１日（水）から富田林市役所で　　　
　　パスポートの申請手続きができます

●窓口で申請できる人
　日本国籍を有し、
　①�千早赤阪村・河南町・太子町・富田林市に住民登録を
している人

　②�住民登録は区域外にあるが、４市町村内の居所（現在
お住まいの住所）から通学、通勤している人【居所申請】

●受付場所
　•パスポートの申請
　　平日⇒富田林市役所１階
　　　　　市民窓口課パスポートコーナー
　•パスポートの受け取り
　　平日⇒富田林市役所１階
　　　　　市民窓口課パスポートコーナー
　　日曜日⇒富田林市役所地下１階・日曜窓口コーナー

●受付日時など

※�土曜日、祝休日、年末年始（12月29日～１月３日）は休みです。
※�申請と受け取りの受付時間が異なりますのでご注意ください。
※�日曜日は、日曜窓口コーナーでお受け取りください（交付のみ）。

〈問い合わせ〉
•大阪府パスポートセンター　☎06（6944）6626
•富田林市役所市民窓口課　☎㉕1000
•住民課　☎�0081

区　分 曜　　日 時　　　　間

申請受付 月～金曜日 午前９時～午後４時30分

受け取り
月～金曜日 午前９時～午後５時30分

日曜日 午前９時～正午
午後０時45分～５時30分

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
７
期
（
10
月
分
）
の
納
期
限
は
、
10
月
31
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
10
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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行
政
相
談

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

10
月
20
日（
月
）か
ら
26
日（
日
）ま

で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
、
国
・
府
・

市
町
村
の
仕
事
な
ど
で
、「
困
っ
た
」

「
納
得
で
き
な
い
」「
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
」
な
ど
の
相
談
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
期
間
中
は
、
堺
や
大
阪

で
相
続
や
税
金
な
ど
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ

れ
ま
す
。

○
堺
合
同
相
談
所

日
時　

10
月
20
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

泉
北
パ
ン
ジ
ョ
５
階
パ
ン
ジ

ョ
ホ
ー
ル

○
大
阪
合
同
相
談
所

日
時　

10
月
21
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

大
丸
心
斎
橋
店
本
館
７
階
特

設
会
場

　

村
で
は
毎
月
第
１
木
曜
日
に
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
の
相

談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時　

10
月
２
日（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員　

葛
本　

徹
雄

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
総
務
部　

行
政
相
談
課

　

☎
06（
６
９
４
１
）８
３
５
８

•
総
務
課

防
　
　
犯

全
国
地
域
安
全
運
動

10
月
11
日（
土
）～
20
日（
月
）

重
点

①
街
頭
犯
罪
の
被
害
防
止

②�

子
ど
も
と
女
性
を
対
象
と
す
る
犯

罪
の
被
害
防
止

③
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り

〇�

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
ネ

ジ
取
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時　

10
月
13
日（
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
～

場
所　

ス
ー
パ
ー
オ
オ
ク
ワ
河
南
町

店内
容
・
台
数　

普
通
車
の
み
で
限
定

40
台

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
警
察
署
防

　

犯
係　

☎
㉕
１
２
３
４

環
境
衛
生

あ
な
た
も
隣
近
所
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
か
も
？

　

私
た
ち
は
普
段
、
さ
ま
ざ
ま
な
音

や
、
に
お
い
を
出
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
・

ピ
ア
ノ
の
音
、
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
や

に
お
い
、
夜
間
の
大
き
な
話
し
声
な

ど
、
あ
な
た
に
と
っ
て
快
適
な
音
や

に
お
い
で
も
、
隣
人
に
は
不
快
に
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
樹
木
や
雑
草
が
生
い
茂
っ

て
い
る
こ
と
も
、
害
虫
発
生
の
原
因

と
な
り
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

よ
り
良
い
隣
人
関
係
を
作
り
、
お

互
い
に
相
手
の
立
場
を
理
解
し
て
、

快
適
な
生
活
環
境
が
実
現
で
き
る
よ

う
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
環
境
衛
生
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る

電
気
機
器
を
使
用
ま
た
は

保
管
し
て
い
な
い
か
点
検

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
化
機
器
（
変
圧

器
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を
除
く

照
明
用
安
定
器
な
ど
）
を
使
用
ま
た

は
保
管
し
て
い
る
と
き
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
届
出
が
必
要
で

す
。
あ
な
た
の
事
業
所
の
電
気
室
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫
な
ど
を
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
直
ち
に
届
出
を
行
う

と
と
も
に
、
適
正
に
保
管
、
処
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

大
阪
府
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
事
業
所
指

　

導
課
調
整
グ
ル
ー
プ

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
８
３

　

�http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/

jigyoshoshido/pcb/

子
育
て

10
月
は
児
童
手
当
の

支
払
い
月
で
す

　

６
月
分
か
ら
９
月
分
の
児
童
手
当

を
10
月
10
日（
金
）に
振
り
込
み
ま
す
。

受
給
し
て
い
る
人
は
、
口
座
へ
の
入

金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
月
額

•

０
～
３
歳
未
満

　

１
万
５
千
円
（
一
律
）

•

３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

�

１
万
円
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５

千
円
）

•

中
学
生

　

１
万
円
（
一
律
）

•
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人

　
�

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ

き
５
千
円
（
一
律
）

※�

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒

業
ま
で
（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
３
番
目
以

降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受

給
者
が
退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や

世
帯
で
の
生
計
中
心
者
が
変
更
（
離

婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増
減
な
ど
）
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金

の
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

あ
そ
び
の
教
室（
き
し
ゃ

ぽ
っ
ぽ
）参
加
者
募
集

　

１
歳
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満
の
子

ど
も
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、
親
子
で

一
緒
に
遊
ぶ
教
室
で
す
。
こ
の
時
期

は
、
少
し
ず
つ
集
団
に
慣
れ
て
人
と

の
関
わ
り
方
を
覚
え
て
い
く
大
事
な

時
期
で
す
。
身
体
を
使
っ
て
親
子
で

い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
６
日（
木
）・
13
日（
木
）・

20
日（
木
）・
27
日（
木
）・
12
月
４
日

（
木
）・
11
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
６
回
シ
リ
ー
ズ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
な
ど

対
象

①
初
め
て
参
加
さ
れ
る
人

１
歳
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

「
大
阪
府
最
低
賃
金
」

改
正
の
お
知
ら
せ

時
間
額　

８
３
８
円

（
平
成
26
年
10
月
５
日（
日
）
発
効
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
06（
６
９
４
９
）６
５
０
２
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♥

♥

♥
♥

②
２
回
目
以
降
の
人

調
整
会
議
で
決
定
し
ま
す
。

定
員　

15
組
程
度
（
き
ょ
う
だ
い
の

同
伴
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

費
用　

無
料

受
付　

10
月
１
日（
水
）～
17
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

就
学
前
の
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
予
定

の
人
を
対
象
に
「
健
康
診
断
」
を
行

い
ま
す
の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

赤
阪
小
学
校

　
　
　

千
早
小
吹
台
小
学
校

対
象　

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

寄
　
　
付

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
芳
志
は
、
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
大
久
保　

や
よ
い　
様
（
東
京
都
）

　

１
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

　

大
阪
府
で
は
、「
は
ー
と
・
ほ
っ

と
相
談
室
」（
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
促
進
モ
デ
ル
事
業
）
を
８
月
か
ら

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
室
で
は
、
失
業
、
多
重
債
務
、

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
な
ど
の
問
題

な
ど
に
よ
り
、
現
に
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
相
談
支
援

員
が
中
心
と
な
り
、
家
庭
訪
問
で
相

談
に
応
じ
た
り
、
利
用
で
き
る
機
関

や
制
度
の
紹
介
や
、
必
要
な
手
続
き

の
た
め
に
一
緒
に
窓
口
へ
付
き
添
う

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

相
談

支
援
以
外
に
就
労
や
家
計
に
関
す
る

支
援
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の

相
談
室
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
意
見
を
伺
う
た
め
に
、
相
談
室

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
広
報
紙
と
と
も
に
送
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考

の
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
添
付
の
返
信
用
封
筒
に
て

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
富
田
林
子

　

�

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
生
活
福
祉
課

内
は
ー
と
・
ほ
っ
と
相
談
室
（
大

阪
府
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

２
階
）
☎
㉕
１
１
３
１
㈹

「
は
ー
と
・
ほ
っ
と
相
談
室
」
に

　
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈10月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）
日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

２ 木 午前10時～ 地域子育て支援センター 新聞あそび
７ 火 午前10時～ 小吹台第１ちびっこ広場 ニコニコタイム（雨天中止）
８ 水 ★ 午前10時30分～11時

地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

16 木 ★ 午前10時～11時
寄せ植え教室
費用　材料費500円
定員　10組（先着順）

21 火 ★ 午前９時20分集合
午前11時20分帰園 石川河川敷公園 バスでおでかけ

費用　バス代200円
22 水 ★ 午前10時～10時30分 地域子育て支援センター げんき親子体操

28 火
午前10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

★ 午前11時30分～正午 地域子育て支援センター お試しランチ
今月の一押し　�　お試しランチ　�楽しい雰囲気の中で、無農薬の自然食品を使った保育園給食を一緒に食べませんか？
　　　　　　　　給食はお子さんのみ用意します。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
空
襲
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日（
土
）～
７
日（
木
）
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催
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命
働
い
て
い
ま
し
た
。「
あ
ん
な
に
働

か
な
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
」ど
こ
ろ
か
、

「
も
っ
と
も
っ
と
働
き
た
か
っ
た
」
と

き
っ
と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
に
正
直
に
生
き
て
き
た
こ
と
や
、
そ

れ
が
自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
た

か
ら
で
し
ょ
う
、「
俺
の
人
生
は
な
か

な
か
の
も
ん
や
」
と
も
、
生
前
に
は
よ

く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
悲
し
い
お
別
れ

で
し
た
が
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が

と
う
」
と
孫
も
み
ん
な
口
々
に
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
亡
き
父
に
手
紙
を

書
い
て
棺
を
開
け
て
は
冷
た
い
父
の
胸

元
に
た
む
け
て
い
ま
し
た
。「〝
お
前
ら
、

ち
ょ
っ
と
は
ゆ
っ
く
り
寝
さ
せ
て

れ
！
〟っ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
言
っ
て
い

る
の
と
違
う
か
」
な
ど
、
き
っ
と
父
が

こ
ん
な
こ
と
言
う
だ
ろ
う
な
あ
と
泣
き

笑
い
し
な
が
ら
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　
「
死
ぬ
瞬
間
の
５
つ
の
後
悔
」
か
ら

言
う
と
、
父
は
後
悔
す
る
こ
と
な
く
こ

の
世
を
去
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
逆
に
、
こ
の
世
に
残
っ
た
私
た

ち
に
は
後
悔
は
な
か
っ
た
の
か
ど
う

か
。
私
は
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
父

が
田
舎
に
帰
っ
て
は
私
の
こ
と
を
よ
く

話
題
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。「
あ
っ
、
し
ま
っ
た
！
も
っ

と
自
分
が
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
ま
し
た
。

父
は
私
に
よ
く
学
校
や
教
育
に
つ
い
て

尋
ね
て
く
る
の
で
す
が
、
父
が
補
聴
器

を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
質
問
に

十
分
に
答
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て

い
た
の
に
そ
の
思
い
に
応
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
悲
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

自
分
の
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

す
。
父
は
自
分
が
し
た
い
こ
と
、
し
て

い
る
こ
と
を
よ
く
語
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
時
事
問
題
を
通
じ
て
自
分
の
考

え
を
言
葉
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
世
を
去
っ
て
も
そ
の
言
葉
は
残
さ

れ
た
私
た
ち
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
母
と
い
ろ
ん
な
話
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
聞
い
て
お
き
た
い
こ

と
は
聞
い
て
お
こ
う
、
自
分
の
気
持
ち

や
考
え
は
伝
え
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
毎
日
、
父
の
遺
影
に
今

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
私
が
し
て
い

る
こ
と
を
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
看
護
師
の
ブ
ロ

ニ
ー
・
ウ
ェ
ア
さ
ん
が
書
か
れ
た
著
書

に
「
死
ぬ
瞬
間
の
５
つ
の
後
悔
」
が
あ

り
ま
す
。で
は
、５
つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

①�

人
の
期
待
に
応
え
る
人
生
で
は
な
く
、

自
分
に
正
直
に
生
き
る
勇
気
が
ほ
し

か
っ
た
。

②�

あ
ん
な
に
働
か
な
か
っ
た
ら
よ
か
っ

た
。

③�

勇
気
を
出
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
れ
ば
よ
か
っ
た
。

④�

友
達
と
つ
き
あ
い
続
け
た
ら
よ
か
っ

た
。

⑤�

自
分
が
幸
せ
に
な
る
の
を
許
せ
ば
よ

か
っ
た
。

　

さ
あ
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
５
つ
を
見

ら
れ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
で

し
ょ
う
。
こ
の
夏
、85
歳
の
父
が
突
然
、

意
識
を
失
い
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
翌
日
は
一
緒
に
旅
行
に

行
く
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
旅
行
は

お
通
夜
と
葬
儀
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
思
い
出
づ
く
り
の
楽
し
い
日
の
は

ず
が
、
お
別
れ
の
日
に
。
父
は
若
い
頃

に
会
社
を
設
立
し
、
最
近
は
空
気
か
ら

水
を
作
る
と
か
、
き
れ
い
な
空
気
を
作

る
と
か
、
世
界
で
困
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
物
を
つ
く
る
と
言
っ
て
、
一
生
懸

人
　
　
権

第
８
回
フ
ェ
ス
タ
人
権 

in 

錦
織

　

第
66
回
人
権
週
間
に
お
け
る
人
権

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た
め
、

富
田
林
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は

「
第
８
回
フ
ェ
ス
タ
人
権
in
錦
織
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
た
け
な
わ
、
澄
み
き
っ
た
青
空

の
下
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

★�

先
着
６
０
０
人
に
お
花
の
プ
レ
ゼ

ン
ト

★�

抽
選
・
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

大
阪
府
営　

錦
織
公
園

受
付　

午
前
10
時
～
11
時

受
付
場
所　

①
北
入
口（
川
西
半
田
線
よ
り
入
る
）

②
南
入
口（
外
環
状
線
よ
り
入
る
）

③
西
入
口（
寺
池
台
住
宅
よ
り
入
る
）

費
用  

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

富
田
林
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

　

☎
㉓
４
４
３
０

•
大
阪
法
務
局
富
田
林
支
局

　

☎
㉓
２
７
２
７

•
住
民
課
（
人
権
）

な
く
そ
う
部
落
差
別
調
査
！

10
月
は「
大
阪
府
部
落
差
別
事

象
に
係
る
調
査
等
の
規
制
等
に

関
す
る
条
例
」啓
発
推
進
月
間

　
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る

調
査
等
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」

は
、
部
落
差
別
事
象
の
発
生
を
防
止

し
、基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、

部
落
差
別
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
の

あ
る
個
人
お
よ
び
土
地
に
関
す
る
事

項
の
調
査
、
報
告
な
ど
の
行
為
を
規

制
し
て
い
ま
す
。

「
差
別
に
つ
な
が
る
個
人
調
査
や
土

地
調
査
の
依
頼
は
し
な
い
‼
」

「
依
頼
が
あ
っ
て
も
調
査
報
告
は
し

な
い
‼
」

　

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解

い
た
だ
き
、
差
別
の
な
い
人
権
の
尊

重
さ
れ
た
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
戸
籍
・
住
民
票
は
、
原
則

と
し
て
本
人
以
外
は
弁
護
士
や
司
法

書
士
な
ど
が
職
務
目
的
で
入
手
す
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
委
任
状
の

偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正
取
得
は
違
法

行
為
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
府
民
文
化

　

部
人
権
局
人
権
擁
護
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
２
８
２条例啓発

シンボルマーク

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
⑱

「
自
分
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
か
？
」

菱
田
　
準
子（
大
阪
教
育
大
学
）
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催
　
　
し

お
は
な
し
広
場

〇
お
は
な
し
会

日
時　

10
月
23
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
50
分

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園
遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

費
用　

無
料

〇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

日
時　

10
月
23
日（
木
）

　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容

•
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ

•
�

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ
の
製
作

費
用　

無
料

定
員　

10
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

受
付　

10
月
１
日（
水
）～
20
日（
月
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

平
成
26
年
度
千
早
赤
阪
村
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
事
業

「
六
甲
山 

絶
景
ハ
イ
キ
ン
グ
」

日
時　

11
月
１
日（
土
）　

　
　
　

午
前
８
時
30
分
出
発

　
　
　

午
後
５
時
帰
着
予
定

※
小
雨
決
行

場
所　

兵
庫
県　

六
甲
山

※�

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場
に
て
集

合
・
解
散

交
通　

貸
し
切
り
観
光
バ
ス

対
象　

村
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

35
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）　

※�

参
加
者
20
人
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

費
用　

５
千
円
（
保
険
・
バ
ス
代
）

※
昼
食
各
自
持
参

申
込
方
法　

教
育
課
（
く
す
の
き
ホ

ー
ル
）
に
て
申
し
込
み

※�

申
し
込
み
時
に
参
加
費（
５
千
円
）

と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
１
日（
水
）～
15
日

（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

主
催　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

後
援　

教
育
委
員
会

※�

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加

申
し
込
み
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
の
返
金
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
し
て
か
か
っ
た

金
額
を
差
し
引
い
て
返
金
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」

参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up（
ア
ッ
プ
）

す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る

食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

★
健
康
の
た
め
の
基
礎
力
ア
ッ
プ
術

「
基
礎
力
を
ア
ッ
プ
す
る
食
事
の
コ

ツ
」〈
実
演
見
学
・
試
食
〉

•

タ
ラ
の
レ
モ
ン
蒸
し

•

さ
つ
ま
い
も
の
白
和
え

日
時　

10
月
21
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
基
礎
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動
術
」

〈
運
動
実
技
〉

日
時　

10
月
28
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

★
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

11
月
18
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
若
さ
キ
ー
プ
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー

料
理
」〈
実
演
見
学
・
試
食
〉

•

変
わ
り
バ
ー
グ

•

み
か
ん
＆
ゆ
ず
ド
レ
サ
ラ
ダ

日
時　

11
月
25
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

　

秋
と
言
え
ば
、
食
欲
の
秋
。
野
菜

が
お
い
し
い
季
節
で
す
。
秋
は
イ
モ

類
、
キ
ノ
コ
類
、
根
菜
類
な
ど
が
旬

の
野
菜
で
す
。
今
回
は
秋
野
菜
の
栄

養
と
調
理
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も

　

さ
つ
ま
い
も
の
切
り
口
か
ら
に
じ

み
出
る
白
い
液
体
は
「
ヤ
ラ
ピ
ン
」

と
言
う
食
物
繊
維
で
す
。
ヤ
ラ
ピ
ン

に
は
、
腸
を
刺
激
し
て
便
を
ゆ
る
く

す
る
作
用
が
あ
り
、
便
秘
の
予
防
・

改
善
、
大
腸
が
ん
の
予
防
な
ど
に
効

果
的
で
す
。

　

さ
つ
ま
い
も
は
、
低
温
で
ゆ
っ
く

り
加
熱
す
る
と
甘
く
な
る
性
質
が
あ

る
の
で
、
電
子
レ
ン
ジ
よ
り
蒸
し
器

や
オ
ー
ブ
ン
で
時
間
を
か
け
て
加
熱

す
る
ほ
う
が
甘
く
な
り
ま
す
。

　

さ
つ
ま
い
も
の
食
物
繊
維
は
皮
の

近
く
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
皮
つ
き
で
調
理
を
し
ま
し
ょ

う
。
さ
つ
ま
い
も
の
皮
に
は
、
胸
焼

け
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
つ
ま
い
も
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
、
で
ん
ぷ
ん
に
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
理
に
よ
る

損
失
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
分
し
っ

か
り
摂
れ
ま
す
。

し
い
た
け

　

し
い
た
け
に
は
、
さ
つ
ま
い
も
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
食
物
繊
維
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
い
た
け
特
有
の「
エ
リ
タ
デ
ニ
ン
」

と
い
う
成
分
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
上
昇
を
抑
制
す
る
働
き
が
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
、
肉
料
理
の
付
け
合

わ
せ
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。
ま
た
、
し

い
た
け
は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、

肥
満
防
止
の
食
材
と
し
て
も
オ
ス
ス

メ
で
す
。

ご
ぼ
う

　

ご
ぼ
う
の
大
部
分
は
「
イ
ヌ
リ

ン
」・「
リ
グ
ニ
ン
」
と
い
う
食
物
繊

維
で
す
。
イ
ヌ
リ
ン
に
は
、
血
糖
値

の
急
激
な
上
昇
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る

の
で
、
糖
尿
病
の
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
グ
ニ
ン

は
、腸
の
運
動
を
活
発
に
す
る
の
で
、

便
秘
改
善
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
ぼ
う
の
独
特
な
香
り
や
う
ま
味

は
、
皮
の
す
ぐ
下
の
部
分
に
あ
る
の

で
、
皮
を
む
か
ず
に
こ
そ
げ
落
と
す

ほ
う
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
ご
ぼ
う
を

切
っ
た
後
に
酢
水
に
つ
け
る
場
合

は
、
栄
養
分
が
流
れ
出
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、短
時
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
野
菜
は
、
胃
腸
の
調
子
を
整
え

る
働
き
の
あ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

食
欲
の
秋
は
、
地
元
の
お
い
し
い
野

菜
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間

『
村
野
菜
、
食
べ
へ
ん
か
〜
？
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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検
診
・
健
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。　

検
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•
�

村
国
保
診
療
所（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①�

平
成
26
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る

人　
②�

平
成
26
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相

当
す
る
検
診
を
受
け
た
事
が
な
い

人
③�

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に

お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ

る
人　
　
　
　

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

５
０
０
円
（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

※�

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
健
康
福
祉

＊個別検診は、必ず事前に保健センターへの申し込みが必要です。
＊申し込みされた人には保健センターから受診票などを送付します。
〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎720069（直通）・720081（代表）

平成26年度　がん検診のお知らせ
★10月分は６月から申し込み受付を開始しています。
【集団検診】実施場所：保健センター　※定員になり次第締め切ります。

日曜日検診もあります！

＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊予約をされた人には検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送ります。
＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。当日受付で支払ってください。
　（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください。）

【個別検診】実施場所：村指定医療機関（富田林医師会管内産婦人科）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 10月３日（金）・26日（日）の午前  
当 日 受 付 時 間 午前８時30分～11時

対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
※ただし、最近６か月以内に血痰のある人は肺がん・結核検診の対象外となります。

受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人

内   　 容 〈胃がん〉Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉便潜血検査
〈肺がん・結核〉胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は50歳以上の必要者のみ実施）

受  診  料 〈胃がん〉1,000円　　　　　〈大腸がん〉300円
〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳
が
ん
検
診

検  診  日 10月16日（木）の午前

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
※時間帯予約制です。

対 　 　 象

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　•39歳以下の人　•妊娠中または妊娠の可能性のある人　•授乳中の人
　•心臓ペースメーカーを装着している人　•豊胸術をしている人

定 　   員 〈40歳代〉７人　　　　　　〈50歳以上〉22人　　
内 容 視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円
受診できる回数 ２年（年度）に１回

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 10月16日（木）の午後
当 日 受 付 時 間 午後１時30分～３時

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各27人
内 　   容 内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
・
子
宮
頸
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

検  診  日 10月16日（木）の午後

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※時間帯予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉６人　　　　　　〈50歳以上〉22人
対　象・内　容 上記「乳がん検診」「子宮頸がん検診」を参照
受  診  料 2,100円

子
宮
頸
が
ん
検
診

検 診 実 施 期 間 平成27年２月28日（土）まで

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
内 　   容 内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）
受  診  料 1,000円

1
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課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
１
階
窓
口

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
40
歳
の
人
に
は
、
４
月

末
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
案
内
と

と
も
に
受
診
券
と
問
診
票
を
個
別
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査

健
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関
（
富
田
林

歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診･

口
腔
内
診
査･

結
果

説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電
話
で
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

子
宮
頸
が
ん
検
診
が
指
定

医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
問
診
・
視

触
診
・
子
宮
の
頸
部
細
胞
診
な
ど
、

や
や
苦
痛
を
伴
う
検
査
で
あ
っ
た
り
、

生
理
中
は
検
査
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
集
団
検
診
を
受
け
る
事
に
抵

抗
が
あ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
よ
り
受
診
し
や
す
い

環
境
を
め
ざ
し
、
平
成
26
年
度
か
ら

富
田
林
医
師
会
管
内
の
産
婦
人
科
６

か
所
に
委
託
し
、
各
医
療
機
関
の
診

療
時
間
内
に
検
診
を
受
診
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
だ
受
け
た
こ
と

の
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
対
象
者
な
ど
は
「
が
ん

検
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

受
診
し
ま
し
た
か
？

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
～
74
歳
の
人
を
対
象
に
、
特
定
健

診
の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
に
は
、
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
健
康

診
査
の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
受
診
料
は
無
料
で
す
。
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
自

身
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
や
、

総
合
的
な
健
康
状
態
を
知
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
積
極
的
に
利
用
し
て
健
康

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
は
、
医
療
機
関
に
事
前

に
電
話
な
ど
で
確
認
し
て
、
被
保
険

者
証
と
受
診
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
、
再

発
行
で
き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑱

電
子
書
籍
サ
イ
ト
利
用
の
落
と
し
穴

　

利
用
し
て
い
た
電
子
書
籍
サ
イ
ト

の
事
業
者
か
ら
「
サ
ー
ビ
ス
終
了
に

あ
た
り
、
既
に
購
入
し
た
電
子
書
籍

も
読
め
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
自
分
の
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の

に
、
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
利
用
規
約
な

ど
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

サ
ー
ビ
ス
自
体
が
終
了
し
た
場
合
、

購
入
済
み
の
電
子
書
籍
は
読
め
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
規
約
を
確
認
し
た
上
で
契
約

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

電
子
書
籍
の
デ
ー
タ
形
式
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
登
録
し
た
自
身

の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
購
読
情
報
（
ラ
イ

セ
ン
ス
）
が
保
存
さ
れ
、
書
籍
を
呼

び
出
す
た
び
に
端
末
へ
デ
ー
タ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
表
示
す
る
タ
イ
プ

（
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
型
）
や
、
デ
ー

タ
を
端
末
に
格
納
し
、
読
む
た
び
に

購
読
情
報
を
確
認
し
て
表
示
す
る
タ

イ
プ
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
型
）
が
あ
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
購
読
者
と
し

て
の
認
証
手
続
や
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必

要
な
タ
イ
プ
で
は
、
事
業
者
の
サ
ー

ビ
ス
終
了
な
ど
で
購
読
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
く
な
る
と
、
読
め
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
身
の
端
末
に
デ
ー

タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
随
時
読
み

出
せ
る
タ
イ
プ
（
買
い
切
り
型
）
で

あ
れ
ば
、サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
て
も
、

手
元
に
書
籍
デ
ー
タ
が
残
る
限
り
、

読
め
る
可
能
性
は
残
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
も
端
末
か
ら

デ
ー
タ
を
消
去
し
た
り
、
端
末
が
破

損
し
た
り
し
た
場
合
、
再
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
な
け
れ
ば
読
め
な
く

な
る
こ
と
は
起
こ
り
え
ま
す
。

　

紙
の
書
籍
は
、
購
入
す
れ
ば
購
入

者
の
所
有
物
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

点
、
電
子
書
籍
に
お
け
る
「
購
入
」

は
意
味
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

電
子
書
籍
を
利
用
す
る
際
は
、
購

読
で
き
る
書
籍
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
や
、

端
末
に
対
応
す
る
デ
ー
タ
形
式
の
確

認
も
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
用
規
約

な
ど
に
必
ず
目
を
通
し
、
再
配
信
に

関
す
る
規
定
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

規
定
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
が
配
信
事

業
者
と
利
用
者
と
の
間
の
契
約
内
容

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
購

読
方
法
が
自
身
の
使
い
方
に
マ
ッ
チ

す
る
か
前
も
っ
て
比
較
検
討
し
ま

し
ょ
う
。
同
じ
サ
ー
ビ
ス
内
で
も
、

タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
提
供
方
法
が
異

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
購
入
の
都

度
、
条
件
な
ど
を
詳
細
画
面
な
ど
で

確
か
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
明
な
点

は
配
信
事
業
者
に
確
認
す
る
な
ど
し

て
、
納
得
し
た
上
で
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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上
下
水
道

排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

　

新
た
に
１
業
者
を
村
排
水
設
備
工

事
指
定
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合

計
45
業
者
）。

業
者
名　

上
原
水
道
建
設
株
式
会
社

所
在
地　

河
内
長
野
市
三
日
市
町
２

１
５
番
地
の
５

☎
�
６
５
０
９

　

排
水
設
備
の
新
設
、改
造
工
事
は
、

必
ず
村
の
指
定
し
て
い
る
排
水
設
備

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
業
者
は
、
工
事
の
依
頼
を
受

け
ま
す
と
、
申
請
や
工
事
に
関
す
る

書
類
手
続
き
な
ど
を
す
べ
て
代
行
し

ま
す
。

　

工
事
費
は
自
己
負
担
で
す
（
融
資

斡あ
っ
せ
ん旋
制
度
が
あ
り
ま
す
）。

　

指
定
業
者
か
ら
必
ず
見
積
書
を
も

ら
い
契
約
を
交
わ
し
て
か
ら
工
事
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

第
４
回
「
来
て
見
て
体
験 

in 

村
野
浄
水
場
」

～
水
と
ふ
れ　

水
を
知
り

水
に
学
ぼ
う
～

日
時　

11
月
２
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
決
行
、
予
約
不
要

場
所　

村
野
浄
水
場
（
枚
方
市
村
野

高
見
台
）

費
用　

入
場
無
料

内
容　

浄
水
場
の
見
学
や
水
づ
く
り

体
験
、
企
業
団
の
紹
介
の
ほ
か
、
吹

奏
学
部
に
よ
る
演
奏
、
参
加
団
体
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
（
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
・
交
通
安
全
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
）、
白
バ
イ
・
ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
・

給
水
車
の
展
示
（
記
念
撮
影
可
）
な

ど
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
を

多
数
出
展
予
定
。
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
布
す
る
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

に
は
企
業
団
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
阪
広
域

水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　
　

※�

当
日
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く

だ
さ
い
（
京
阪
電
車
交
野
線
郡
津

駅
よ
り
無
料
バ
ス
を
運
行
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

上
下
水
道
課

•

村
野
浄
水
場

　

☎
０
７
２（
８
４
０
）５
２
６
６

　

�http://w
w
w
.w
sa-osaka.jp/

gaiyou/m
urano/event.htm
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村
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

す
る
た
め
、
耐
震
診
断
費
・
耐
震
設

計
費
・
耐
震
改
修
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
補
助
内
容
を
次
の
と

お
り
拡
充
し
ま
し
た
。

補
助
金
の
増
額

定
額
70
万
円
（
昨
年
度
定
額
40
万
円

の
と
こ
ろ
、
30
万
円
の
増
額
）

補
助
対
象
建
築
物

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅

補
助
内
容

そ
の
他　

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

耐
震
改
修
補
助
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た

　

金
剛
山
の
里
棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫

祭
２
０
１
４
を
下
赤
阪
の
棚
田
一
帯

で
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
程　

11
月
８
日（
土
）

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
９
日（
日
）

駐
車
場　

村
民
運
動
場
お
よ
び
赤
阪

小
学
校（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
あ
り
）

　

今
回
は
、先
に
募
集
し
て
い
た「
下

赤
阪
の
棚
田
の
歌
」
の
入
選
作
が
農

村
公
園
で
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
横
山

ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
桂
福
団
治
さ

ん
を
迎
え
、
中
学
校
体
育
館
で
、
お

な
じ
み
の
の
こ
ぎ
り
音
楽
や
下
赤
阪

の
棚
田
を
は
じ
め
と
す
る
農
村
風
景

な
ど
を
題
材
に
し
た
創
作
落
語
を
開

催
し
ま
す
。

　

漫
才
、
落
語
の
観
覧
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
広
報
紙
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

来
場
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
、
例
年
大
変
混
雑
し
、
乗
車

待
ち
が
１
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
予
測

さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
運
動
場
駐
車
場
か
ら
会
場
ま

で
は
徒
歩
約
15
分
で
す
の
で
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
混
雑
の
際
は
、
徒
歩
移
動

も
検
討
く
だ
さ
い
。
昼
は
棚
田
風
景

を
見
な
が
ら
、
夜
は
灯
ろ
う
を
見
な

が
ら
歩
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
２
０
１
４

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
願
い

　

Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
で
は
、「
金

剛
山
の
里
棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
」

に
出
店
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
扱
う
不
用
品
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

売
上
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
に
寄
付
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
提
供
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支
部

　

☎
�
０
５
２
８

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
を
延
長
し
ま
す

　

両
交
付
金
の
申
請
受
付
期
間
は

10
月
１
日（
水
）ま
で
の
予
定
で
し

た
が
、
12
月
26
日（
金
）ま
で
延
長

し
ま
す
。

受
付
場
所　

健
康
福
祉
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
１
階
窓
口
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

住宅の
種 類 耐震診断 耐震設計 耐震改修

木　造

耐震診断費用の
９／10の額または
一 戸 あ た り
４万５千円のいず
れか低い金額

耐震改修設計費用
の７／10の額また
は一戸あたり10万
円のいずれか低い
金額

１戸あたり70万円
（定額）ただし、耐
震改修工事費が定
額未満である場合
は、当該工事費が
補助金の額

非木造
耐震診断費用の
１／２の額または１
戸あたり２万５千円
のいずれか低い額

金
剛
山
の
里

　

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭　
２
０
１
４

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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体
育
施
設

ス
ポ
ー
ツ
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
社
会
体
育

施
設
を
対
象
に
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

事
前
に
利
用
者
登
録
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
体
育
施
設
の
ネ
ッ
ト
予
約

が
可
能
と
な
り
、
使
用
料
に
つ
い
て

も
口
座
振
替
に
よ
る
後
払
い
と
な
り

ま
す
。
現
在
の
窓
口
受
付
は
継
続
し

て
行
い
ま
す
。

　

登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
11
月
号
に
掲
載
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

　

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
主
財

源
（
会
費
）
の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
温
か
い
心
が
、

社
協
の
福
祉
活
動
を
支
え
ま
す
。

○
賛
助
会
費
（
個
人
）

　

一
口　

５
０
０
円

○
特
別
会
員
（
法
人
・
事
業
所
な
ど
）

　

一
口　

３
千
円

○�

組
織
構
成
会
員
（
社
協
の
運
営
に

参
加
す
る
団
体
）

　

一
口　

５
千
円

ご
賛
同
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
に
ご
協
力
を
‼

　
「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い

る
国
民
助
け
あ
い
の
共
同
募
金
運
動

が
、
10
月
１
日（
水
）か
ら
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、社
会
福
祉
法
で「
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
募
金

運
動
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

各
都
道
府
県
ご
と
に
募
金
運
動
を
展

開
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
団
体

な
ど
の
支
援
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
貴
重
な
募
金
は
、
大
阪

府
共
同
募
金
会
配
分
委
員
会
で
審
査

さ
れ
、
配
分
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会　

　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や

経
験
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依

頼
さ
れ
た
仕
事
を
日
々
頑
張
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。 

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設

管
理
・
清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や

家
事
援
助
な
ど
で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ

入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働

く
意
欲
が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含

む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
シ
ル

　

�

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
保
健

セ
ン
タ
ー
２
階　
千
早
赤
阪
村
社
会

福
祉
協
議
会
内
）　
☎
�
０
２
９
４

第
13
回
「
近
つ
飛
鳥
と

自
然
に
親
し
む
会
」

日
程　

11
月
23
日（
祝
）

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　

河
南
町
役
場
駐
車
場

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料
（
お
弁
当
・
飲
み
物
は

各
自
持
参
）

※�

昼
食
時
に
は
温
か
い
豚
汁
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

河
南
町
役
場
→
金
山
古
墳
→
鴨
習
太

神
社
→
寛
弘
寺
古
墳
→
河
南
町
役
場

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
申
込
人
数
、

代
表
者
の
携
帯
電
話
番
号
、
自
家
用

車
ま
た
は
電
車
・
バ
ス
の
利
用
を
明

記
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

•
�

は
が
き
（
〒
５
８
４-

０
０
１
２

富
田
林
市
粟
ヶ
池
町
２
９
６
９-

５　

富
田
林
商
工
会
館
内　

富
田

林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

•

　

㉔
４
５
０
０

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

☎
㉔
６
３
５
０

※�

木
・
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

史
跡
ウ
ォ
ー
ク

千
早
城
と
棚
田
夢
灯
り

　

村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん

と
一
緒
に
、
百
名
城
に
選
ば
れ
た
千

早
城
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。
終
点
は
棚

田
夢
灯
り
会
場
で
す
。

日
時　

11
月
８
日（
土
）
午
前
10
時

～
夢
灯
り
点
灯
ま
で
（
小
雨
決
行
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
50
分

集
合
場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

大
人
５
０
０
円

　
　
　

小
人
３
０
０
円

※
入
館
料
含
む
。

※
別
途
路
線
バ
ス
代
金
必
要
。

持
ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
雨
具
な
ど

行
程　

資
料
館
→
建
水
分
神
社
→
奉

建
塔
→
資
料
館
（
昼
食
）
→
バ
ス
に

て
千
早
城
跡
→
下
赤
坂
城
跡
（
棚
田

夢
灯
り
会
場
）

※
約
４
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

※
天
候
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
変
更
有
り
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会　

☎
�
１
５
８
８

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
回
３
０
０
円

受
付　

随
時
（
先
着
順
）

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

村
外
の
人
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※�

く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
村
民
大
学

歴
史
講
座
の
お
知
ら
せ

回 講座日時 テーマ 講　　師

５ 10月１日（水）
午後２時～４時

楠公史跡をめぐる
（戦前の楠公顕彰）

河内長野市教育委員会
尾谷　雅彦氏

６ 11月12日（水）
午後２時～４時 博物館へのすすめ 大阪大谷大学

名誉教授　中村　浩氏

７ 12月10日（水）
午後２時～４時

考古学と自然科学①
科学の力で年代を知る 村教育課職員
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ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

イ
ベ
ン
ト
情
報

〈
彫
金
教
室　

真
鍮
・
銅
で
ス
カ
ー

フ
ピ
ン
づ
く
り
〉

　

大
阪
を
中
心
に
活
動
す
る
彫
金
作

家
・
齋
藤
恭
子
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
す
。
初
め
て
の
人
で
も
気

軽
に
楽
し
く
作
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

同
日
、
地
場
食
材
を
使
っ
た
天
然

酵
母
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
が
並
ぶ
「
森

の
マ
ル
シ
ェ
（
毎
月
第
４
日
曜
日
開

催
）」
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

10
人

費
用　

２
千
円

受
付　

10
月
７
日（
火
）午
前
10
時
～

〈
奥
河
内
・
金
剛
山
麓
で
は
じ
め
る

La foresta

木
工
教
室
〉

　

奥
河
内
・
金
剛
山
麓
で
好
評
開
講

中
の
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
木
工
教
室
で
、

10
月
か
ら
の
新
規
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

　

こ
の
地
に
工
房
を
構
え
る
二
人
の

木
工
作
家
が
主
催
し
、
基
礎
か
ら
上

級
ク
ラ
ス
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

自
然
あ
ふ
れ
る
環
境
で
本
格
木
工

を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
で
は
10

月
３
日（
金
）か
ら
11
月
３
日（
祝
）ま

で
の
期
間
中
、
金
・
土
・
日
・
祝
日

限
定
で
、
特
別
価
格
で
木
工
品
を
販

売
し
ま
す
。

日
時　

隔
週
金
曜
日
（
全
日
ク
ラ
ス
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
）

毎
週
土
曜
日
（
午
前
ク
ラ
ス　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
、
午
後

ク
ラ
ス　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
）

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ（
東
阪
１
２
３
８-
５
）

費
用

〇
小
山　

亨
先
生
（
金
曜
日
）

•

体
験
コ
ー
ス

　

１
万
２
千
円
（
月
３
回
）

•

基
礎
コ
ー
ス

　

３
万
６
千
円
（
５
回
）

•

一
般
コ
ー
ス

　

３
万
３
千
円
（
５
回
・
材
料
費
別
）

〇
林　

靖
介
先
生
（
土
曜
日
）

•
�

入
門
コ
ー
ス
（
未
経
験
者
対
象
・

期
間
半
年
）

　

３
万
円
（
10
回
・
材
料
費
別
）

•

一
般
コ
ー
ス
（
自
由
制
作
）

　

３
万
円
（
10
回
・
材
料
費
別
）　

•
�

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
（
憧
れ
の
椅

子
制
作
な
ど
）

　

３
万
６
千
円
（
10
回
・
材
料
費
別
）

受
付　

随
時
募
集

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

花
の
文
化
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

花
育
講
習
会
「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
」

日
時　

10
月
26
日（
日
）午
後
１
時
～

場
所　

花
の
文
化
園　

工
芸
室

費
用　

５
０
０
円　

※�

別
途
入
園
料
必
要
（
中
学
生
以
下

無
料
）

※
数
量
限
定
、
事
前
予
約
受
付
可

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
立
花
の
文
化
園

　

☎
�
８
７
３
９

不
動
産
登
記
無
料
相
談

　

土
地
の
分
筆
、
地
積
更
正
、
建
物

の
新
築
・
増
築
の
登
記
や
、
売
買
、

贈
与
、
相
続
な
ど
、
不
動
産
の
登
記

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
司
法
書

士
・
土
地
家
屋
調
査
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

相
続
税
・
贈
与
税
の

ご
相
談
は
税
理
士
へ
！

　

近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
税
に
関
す
る
疑
問

に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

所
得
税
お
よ
び
相
続
税
、
ま
た
は

経
理
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

日
程　

10
月
17
日（
金
）

　
　
　

11
月
18
日（
火
）

　
　
　

12
月
18
日（
木
）

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
程
度
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉

�

近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
事
務
局

☎
㉕
６
２
５
０

（
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
）地

域
雇
用
開
発
奨
励
金
の

対
象
地
区
に
な
り
ま
し
た

　

村
が
過
疎
等
雇
用
改
善
地
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
村
内
の
雇

用
保
険
適
用
事
業
所
が
、
地
域
雇
用

開
発
奨
励
金
の
受
給
可
能
な
事
業
所

に
な
り
ま
し
た
。

　

村
内
で
、
雇
用
保
険
の
適
用
事
業

所
を
設
置
・
整
備
し
、
村
内
に
居
住

す
る
求
職
者
を
一
定
の
条
件
で
雇
い

入
れ
た
場
合
、
設
置
・
整
備
に
要
し

た
費
用
と
増
加
し
た
人
数
に
応
じ
て
、

一
定
の
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

大
阪
労
働
局　

助
成
金
セ
ン
タ
ー

　

☎
06（
７
６
６
９
）８
９
０
０

•

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

☎
�
３
０
８
１

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

10
月
・
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱

用
防
止
運
動
月
間
で
す
。

　
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」は
買
わ
な
い
！

使
わ
な
い
！
か
か
わ
ら
な
い
！

　
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
は
、
麻
薬
や

覚
醒
剤
と
同
様
に
大
変
危
険
で
す
。

決
し
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

藤
井
寺
保
健
所　

生
活
衛
生
室　

　

薬
事
課

　

☎
０
７
２（
９
５
２
）６
１
６
５

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
管
理
さ
れ
て
い
る
人
は
、

保
守
点
検
、
清
掃
と
あ
わ
せ
て
、
浄

化
槽
法
に
基
づ
く
定
期
検
査
を
毎
年

１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浄
化
槽
が
適
正

に
管
理
さ
れ
、
適
切
な
水
質
の
放
流

水
を
流
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
確

認
す
る
検
査
で
、
大
阪
府
が
指
定
し

た
検
査
機
関
で
あ
る
一
般
社
団
法
人

大
阪
府
環
境
水
質
指
導
協
会
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
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い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
申
込　

一
般
社
団
法
人
大
阪
府

環
境
水
質
指
導
協
会

☎
０
７
２（
２
５
７
）３
５
３
１

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所　

衛
生
課　

　

☎
㉓
２
６
８
１

平
成
26
年
度
精
神
障
が
い
者

家
族
講
座
の
ご
案
内

目
的　

こ
こ
ろ
の
病
気
の
理
解
を
深

め
、
当
事
者
へ
の
対
応
を
考
え
る
。

場
所　

富
田
林
保
健
所
２
階
講
堂

対
象　

富
田
林
保
健
所
管
内
在
住
で
、

精
神
障
が
い
が
あ
る
人
の
家
族

定
員　

50
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
24
日（
金
）

【
第
１
回
】

日
時　

11
月
５
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

内
容

•
�

講
義
「
統
合
失
調
症
の
理
解
～
主

治
医
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
～
」

【
第
２
回
】

日
時　

11
月
20
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

内
容

•
�

講
義
「
自
立
を
支
え
る
地
域
の
福

祉
制
度
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

•
�

交
流
会

【
第
３
回
】

日
時　

12
月
11
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

内
容

•
�

講
義「
私
た
ち
、こ
ん
な
こ
と
や
っ

た
り
、
考
え
て
い
ま
す
～
ピ
ア
・

家
族
・
支
援
機
関
～
」

•
�

交
流
会

【
第
４
回
】

日
時　

12
月
22
日（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

内
容

•
�

講
義
「
今
、
家
族
が
で
き
る
こ
と

～
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
考
え

て
み
よ
う
～
」

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所　

地
域
保
健
課　

　

精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム

　

☎
㉓
２
６
８
１

ひ
き
こ
も
り
学
習
会

　

ひ
き
こ
も
り
学
習
会
と
し
て
、
２

回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
外
来
・
デ
イ
ケ
ア
で

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
た
ち
の
支
援
を

さ
れ
て
い
る
精
神
科
の
先
生
の
お
話

と
、
地
域
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
機
関

で
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
関
わ

り
を
さ
れ
て
い
る
支
援
者
方
の
お
話

で
す
。
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

場
所　

富
田
林
保
健
所
２
階
講
堂　

対
象　

富
田
林
保
健
所
管
内
（
富
田

林
市
・
河
内
長
野
市
・
大
阪
狭
山
市
・

河
南
町
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
）

に
お
住
ま
い
の
人
、
在
勤
の
関
係
機

関
職
員

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
14
日（
火
）

【
第
１
回
】

日
時　

10
月
20
日（
月
）

　
　
　

午
後
３
時
～
５
時

内
容　

講
義
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解

を
深
め
る
～
ひ
き
こ
も
り
外
来
を
通

し
て
～
」

講
師　

宮
西　

照
夫
氏（
精
神
科
医
・

和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
／
紀
の
川
病

院
副
院
長
兼
ひ
き
こ
も
り
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）

【
第
２
回
】

日
時　

12
月
４
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

内
容　

講
義
「
ひ
き
こ
も
る
若
も
の

に
寄
り
添
っ
て
～
社
会
参
加
と
自
立

を
目
指
し
て
～
」

講
師　

青
木　

道
忠
氏
（
子
ど
も
・

若
も
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
お
さ

か
理
事
長
）

※�

第
１
回
と
第
２
回
の
開
催
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。　

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

富
田
林
保
健
所　

地
域
保
健
課　

精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム

　

☎
㉓
２
６
８
１

肝
炎
・
肝
が
ん
に
関
す
る
講
習
会

　

肝
炎
・
肝
が
ん
は
、
症
状
が
な
い

時
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

専
門
の
先
生
に
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。
一
緒
に
勉
強
し

第
55
回
Ｉ
Ｂ
Ｕ
祭

　

四
天
王
寺
大
学
で
第
55
回
Ｉ
Ｂ
Ｕ

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報
を
更

新
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
Ｉ
Ｂ
Ｕ
で

検
索
で
き
ま
す
）。

日
程　

11
月
１
日（
土
）～
３
日（
祝
）

場
所　

四
天
王
寺
大
学

テ
ー
マ　

Ｐ
Ｏ
Ｐ

〈
問
い
合
わ
せ
〉
四
天
王
寺
大
学

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
９
５
６
）９
９
５
６

　

http://w
w
w.shitennoji.ac.jp/ibu/

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
６
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

受
付　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー　

地

域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容

①
講
演
「
知
ら
な
い
う
ち
に
の
っ
て

ま
せ
ん
か
？
肝
炎
・
肝
硬
変
・
肝
が

ん
へ
の
道
」

講
師　

肱ひ
じ

岡　

泰
三
先
生
（
大
阪
南

医
療
セ
ン
タ
ー
統
括
診
療
部
長
）

②
そ
の
他　

情
報
提
供

申
込
方
法　

10
月
30
日（
木
）ま
で
に
、

左
記
ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所　

企
画
調
整
課

　

☎
㉓
２
６
８
１　
　

㉔
７
９
４
０

　
　
俳
句
コ
ー
ナ
ー

日

当

り

の

佛

足

石

に

青

蜥

蜴 

東
大
寺
長
老
の
書
や
今
朝
の
秋

何
処
へ
も
仲
よ
し
姉
妹
秋
日
傘

高
々
と
は
や
夕
風
の
紫
苑
か
な 

足

元

の

灯

り

辿

り

ぬ

観

月

会

ゆ
っ
く
り
と
夏
が
逝
き
け
り
正
信
偈

阿
　
戸
　
敏
　
明

奥
　
野
　
千
　
秋

彼
　
塚
　
正
　
子

下
　
門
　
信
　
子

北
　
浦
　
賀
代
子

向
　
　
　
栄
美
子
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平成26年度福祉のつどい
　９月７日、くすのきホール大ホールで「平成26年度
福祉のつどい」が開催されました。
　第１部では、村長からボランティアグループに、社
会福祉協議会会長から各地区の福祉委員会と善意銀
行寄付団体に感謝状が贈呈されました。
　第２部では、葉っぱビジネスで成功された、株式
会社いろどり代表取締役社長の横石知二さんによる
講演が行われ、徳島県上勝町で活躍する高齢者の様
子などが紹介されました。

総合交通計画策定に向けた
住民ワークショップ

　８月31日に小吹台地域会館と中津原老人憩いの家、
９月６日にくすのきホールで千早赤阪村の地域公共
交通を考える住民ワークショップを開催しました。
　さまざまな立場の皆さんに参加いただき、班ごと
の意見交換も大変熱のこもったものとなり、前向き
な意見が多く出されました。

千早赤阪村青少年指導員連絡協議会
平成26年度第１回ジュニアリーダースクール
　８月23日、村青少年指導員連絡協議会主催で、村
内の小学生を対象にしたジュニアリーダースクール
が行われました。当日は17人が参加し、金剛山ちは
や園地でピザ作りと、ネイチャーゲームを体験しま
した。

第２回「知っている？
不思議なコウモリの観察会」
　８月29日、くすのきホール会議室にて第２回「知っ
ている？不思議なコウモリの観察会」が開催されま
した。
　当日は残念ながら雨のため、屋外での観察は叶い
ませんでしたが、室内でコウモリを放し、探知機を
使ってコウモリの出す超音波を聞いたり、標本やビ
デオを鑑賞し、コウモリについて楽しく学習しました。
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森屋　 古  川　公治朗 くん
＜20歳　おひつじ座＞

KoujiroFurukawa

近況は・・・
　滋賀県で一人暮らしをしながら立命館大学の
スポーツ健康科学部で勉強しています。
趣味は・・・
　休日に友達とツーリングに行ったり、たまに
遠出することが好きです。
夢は・・・
　これから高齢化していく日本の社会を健康の
面から支え、改善していけるような健康運動指
導士になることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　友達と磯の浦までサーフィンに行ったことです。
　初めてしましたが、サーフィンはいいマリン
スポーツですね。
　あと、サーファーは日焼けしている人が多い
ですね。
思い出のアルバムから・・・

　

千早赤阪村について・・・
　何か月かに１回村に帰ってくるのですが、そ
の度にいい場所だなと思える所です。これから
もずっとそう思えるような村であってほしいです。
次号は・・・
　村立赤阪小学校と村立中学校の同級生の植野
智奈津さんです。
植野さんへメッセージを・・・
　お元気ですか？
　成人式でまた会いましょう。

保育園でエキスポランドに遠足に行った
ときの写真です。
左上が僕です。
左下の溝上君のおでこのケガが印象的で
した。（笑）

災害時の相互協力協定を締結
　９月１日、村域を所管する千早赤阪小吹郵便局と「災害発
生時における千早赤阪村と郵便局の協力に関する協定」を締
結しました。
　この協定は、災害発生時の緊急車両の提供や避難所におけ
る臨時の郵便差出箱の設置など、緊急性に鑑み、相互に協力
することにより、災害発生時の円滑な対応を図るものです。

	小吹台　つかもと　こうた　くん
（　塚　本　　孝　太　）

　　　　　　　　　　　　　　平成17年７月11日生まれ

　　　　つかもと　ことね　ちゃん
（　塚　本　　琴　祢　）

　　　　　　　　　　　　　　平成20年４月21日生まれ

　　　　つかもと　かのん　ちゃん
（　塚　本　　花　音　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年３月１日生まれ
いつもたくさんの笑顔をありがとう。
いつまでも兄妹仲良くしてね。

　父・孝児さん、母・恵子さん

275

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　類 実施日 受付時間 備　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 予約制 9：30～12：15
13：00～17：00 電話で問い合わせください。

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】第1･3水曜日 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料で、そのほか手数料が
必要な場合あり。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】 第3水曜日 9：30～10：30 電話で予約必要（先着順、無料）。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･3火曜日 10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の
場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日 11：00～ 電話で問い合わせください。

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約必要。

（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

例えば、「診療において充分な説明がなく不
安」「○○科のある病院を教えて欲しい」など
医療機関に関する相談を受けています。

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
10月８日㈬

午後１時
～１時10分 平成25年１月～３月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分 平成23年１月～３月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

10月17日㈮

午後１時
～１時15分 平成24年７月～９月生

歯 科フォロー 健 診

1歳6か月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時 １歳６か月・２歳・３歳６
か月児健診で虫歯になり
やすいと判定された幼児3歳6か月フォロー

午後２時15分
～２時30分

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

10月６日・20日・
27日㈪
10月14日・
11月４日㈫

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

10月15日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前の乳
幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時
～11時45分 １歳頃までの乳幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 10月10日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

歯 科 衛 生 士による
個 別 歯 科 相 談 10月20日㈪

午後１時30分
～３時30分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に関
する相談を希望する人

個 別 健 康 栄養相談 10月24日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

保健師による健康相談
（電話・来庁） 10月28日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

10月３日（金）・
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）・31日（金）
11月４日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

10月１日（水）
11月５日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

10月９日（木）
　　23日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 10月16日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 10月22日（水）

各地区ミゼット車 10月17日（金）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 10月29日（水）予定

千早、東阪、中津原 10月30日（木）予定

心配ごと 10月２日（木）・11月６日（木）

児　　童 10月２日（木）・11月６日（木）

行　　政 10月２日（木）・11月６日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,794人（－３）
　男　　2,753人（±０）
　女　　3,041人（－３）
世帯数　2,374戸（＋２）

８月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


